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1．はじめに
 英国では近年、RCUK（英国研究会議）やHEFCE（イ
ングランド高等教育助成会議）などの主な研究助成機
関により、オープンアクセス（OA）義務化ポリシーが
発表されている。本稿では、英国において、これらの研
究助成機関のOAポリシーを背景にOAが進展する中
で発生している新たな課題と、その課題への大学およ
びその関連機関による対応について紹介する。
 筆者はその課題への対応方法を調査するため、2016
年9月に、英国におけるOAに関するサポートの中心
的役割を担うJiscおよび研究助成機関のOA義務化へ
対応しOAに関するワークフローを改善したインペリ
アル・カレッジ・ロンドンを訪問しインタビューを行っ
た。本稿の内容は、訪問時およびその後のメールでの
確認を含めた2機関へのインタビューおよび文献調査
に基づいており、特に注のない記述はインタビューに
よるものである。

2．背景
2.1．英国の研究助成機関によるOAポリシー
 英国における大学などの高等教育機関向けの研究
費は、HEFCEによる基盤的経費配分およびRCUKに
よる競争的資金配分が構成するデュアル・サポート・
システムにより実施されている。2014年度は高等教育
機関向け研究費78.9億ポンドのうち、HEFCEおよび
その他3機関が構成するHEFCs（1）が約23.4億ポンド、
RCUKが約21.4億ポンドを助成し、海外の研究助成機
関や非営利民間研究助成機関が配分額においてそれら
に続いている（2）。
 これまで英国では、生物医学分野で英国最大の非営
利民間研究助成機関であるウェルカム財団（Wellcome	
Trust）による2005年のOA義務化ポリシー発表（E338
参照）に続いて、RCUKを構成する各研究会議がそれ
ぞれグリーンOAによるOA義務化ポリシーを発表
するなどの動きがあったが、2012年にRIN（英国研究
情報ネットワーク）がFinchレポート（3）と呼ばれる報
告書を発表したことが、英国のOAに関する方針にお
ける大きな転換点となった。この報告書では、グリー
ンOAでは再利用における権利上の制限やエンバーゴ
があることを理由に、ゴールドOAおよびハイブリッ

ドOAによるOAの実現を提唱している。これを受け
RCUKは2012年7月に、ゴールドOAおよびハイブ
リッドOAを優先し、妥当な投稿先がない場合にのみ
グリーンOAを認めるOAポリシー（4）を発表した。こ
のポリシーは、RCUKの助成により2013年4月以降に
投稿される査読ありの雑誌論文および会議発表論文に
関し、クリエイティブ・コモンズ（CC）のCC	BYライ
センスを適用して出版されると同時に論文が公開され
る雑誌、もしくはこれが不可能なら、非営利での再利
用を制限しない条件で出版後6か月（人文社会科学分
野は12か月）以内に著者最終稿をリポジトリへ登録す
ることを認める雑誌へ投稿することを要求している。
RCUKは、助成する全論文がOAとなるまでに5年間
の移行期間を設定し、その期間に発生する論文処理費
用（APC）およびその他OAの実現に必要な経費のた
めの補助金を各大学へ配分すると発表した。RCUKは
OAポリシー適用状況のレビューを実施すると定め、
2014年実施のレビューのために助成を受けた論文の
OAポリシー順守状況やOA補助金の使用額について
の報告を各大学に課した（5）。その後も各大学は同様の
内容について毎年報告を要求されている（6）。
 また2014年にはウェルカム財団が他の5つの研究助
成機関と共同でCOAFと呼ばれるAPC助成のための
基金を設立した。大学はCOAF助成によりAPCを支
払った場合、その論文を報告する必要がある（7）。
 続いて2014年に発表されたHEFCEのOAポリシー（8）

は対象とする論文の範囲が広く、かつ要求する条件が
厳しい。このポリシーでは、2016年4月以降に受理さ
れたISSNを持つ雑誌論文および会議発表論文の、受
理後3か月以内のリポジトリへの登録およびその後
（もしくはエンバーゴ終了後）1か月以内での公開を要
求している（9）。対象となる論文は、HEFCEが研究費の
傾斜配分のために6-7年ごとに実施しているREF（Re-
search	Excellence	Framework：研究卓越フレームワー
ク）と呼ばれる評価の次回実施時（2021年を予定）に
提出される論文である。REFにおいて各大学は、教員
による論文またはその他の研究成果を、REFの評価対
象の一つとして提出する（10）。つまり、HEFCEのOAポ
リシーを順守していない論文は、次回REFにおいて評
価対象として大学から提出することができないため、
REFへの提出の可能性がある論文はすべて、受理後3
か月以内にリポジトリへ登録しておく必要がある。

2.2．英国におけるOAポリシーの影響
 では、研究助成機関のOAポリシーはどのような影
響をもたらしているのだろうか。
 2013年4月から2014年7月までを対象にしたRCUK
のOAポリシーに関する第1回目のレビューの結果は、	
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表1の通り報告されている（11）。

表1 RCUKのOAポリシー順守状況に関する55機関の回答

OA率が RCUKが示した 2013/2014 年度の
目標値である 45％以上の機関数（*1） 43 機関

グリーンOAよりゴールドOAの比率の方
が高い機関数（*1） 39 機関

RCUK助成による論文数（*2） 20,580 点	

ゴールドOAの論文数（*3） 9,297 点

グリーンOAの論文数（*4） 3,355 点

OAポリシーを順守していない論文数（*5） 5,121 点

APC支払総額 1,040 万ポンド

上記APC により出版されたゴールド OA
の論文数 6,504 点

※（*1）は比較可能な回答を提出した46機関を対象としている。
※55機関へのOA補助金は英国におけるOA補助金全額の
93.5%を占める。
※各機関からの報告において（*2）～（*5）のいずれかの数値が示
されていない場合や見積もりに基づく場合があるため、（*3）～（*5）
の合計が（*2）と一致しない。

 なお、同時期の英国全体のOA率については、2015年
8月に発行されたRINの報告書に、2014年から過去2年
間を対象に算出された英国と世界のOA率の見積もり
があり、英国は世界の数値を上回っている（表2）（12）。

表2 論文のOA率（2014年）

出版後経過期間（月） 0 6 12 24

世界（%） 17.9	 19.9	 24.9	 27.3	

英国（%） 19.9	 23.9	 32.1	 35.0	

 さらに、HEFCEのOAポリシーは対象とする論文が
多いため、今後OA率の向上がみられることも予想さ
れる。
 このように、主要な研究助成機関によるOAポリ
シーによってOA義務化の対象となる論文数が増加す
るとともに、各OAポリシーの定める要求に対応する
ため、APCの支払状況やOA率の把握・報告などの新
たな業務が各大学において発生している。RCUKのレ
ビューでは、OAポリシー順守状況の確認を行うため
に必要な大学全体の出版物の情報やそれと紐づいた
助成金の情報を把握するシステムを、レビュー実施時
には多くの大学が保持していなかったことが指摘さ
れ、多くの大学でREFも視野に入れてそれらのシステ
ムの導入が進行中であると記されている。そして同レ
ビューでは、RCUKだけではなく他の研究助成機関の
OAポリシーへの順守状況確認にも役立つ形で、さら
に事務コストを抑制した上でそれらのデータを収集す

る方法の確立の必要性が提唱されている（13）。

3.�Jiscによる対応
 上記の課題に対する、Jiscおよびインペリアル・カ
レッジ・ロンドンの対応のうち、本章では、Jiscによる
OA推進のためのプロジェクトを紹介する。Jiscでは、
前章で述べた研究助成機関によるOA義務化への対応
に関し、様々なツールやサービスの開発・提供を行っ
ている。

3.1．Open�Access�Good�Practice�Project
 Jiscの主導により2014年5月から2016年7月まで実
施された	Open	Access	Good	Practice	Project（14）は、各
大学が研究助成機関のOAポリシーを順守する際の負
担を軽減するため、グッドプラクティスを創出・共有
することを目的としている。
 このプロジェクトの実施期間中に、約30機関によっ
て構成された9つのグループが各テーマに基づいて自
機関の取り組みをブログやイベントで共有したほか、
多数のツールや資料などの成果物を生み出した（15）。参
加機関やテーマは、大学の規模や研究分野によって
OAに関するニーズが異なることを前提に、その多様
なニーズに応えられることを重視して選定され、中に
は後述するJiscの新しいサービス開発のためのパイ
ロットの役割を果たす場合もあった。

3.2．Publications�Router
 2015年半ばからの開発期間を経て2016年8月に正式
にサービスを開始したPublications	Router（16）は、論文
のメタデータおよびフルテキスト（著者最終稿あるい
は出版社版）を出版社などから各大学のCRIS（E1791
参照）や機関リポジトリへ通知・転送するためのシス
テムである。メタデータおよびフルテキストは、Pub-
lications	Routerの参加機関があらかじめ設定した、機
関名、助成金の課題番号、ORCID（CA1740参照）	iD、
著者のメールアドレスなどを条件として判別の上、出
版時またはそれ以前のタイミングで各機関に通知・転
送される（17）。
 2017年3月現在、メタデータおよびフルテキスト（出
版社版原稿）の提供者は、eLife、	PLOS社、	Springer	
Nature社（配信時期：出版時）およびEurope	PMC（配
信時期：出版30日後）であり、PubMedはメタデータ
のみを提供している（18）。今後出版社が、受理のタイミ
ングでの著者最終稿の転送へ対応すれば、HEFCEの
OAポリシーの順守における大学の負担軽減につなが
ると考えられる。
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3.3．Jisc�Monitor
 Jisc	Monitor（19）は、APCの管理・記録と研究助成機
関のOAポリシーの順守状況確認のためのツール開発
を目的として2014年に開始されたプロジェクトであ
る。この成果物として2016年11月にMonitor	Local（20）

とMonitor	UK（21）という2つのクラウドサービスが稼
働し始めた。
 Monitor	Localは、Monitor	Localの各参加機関が、グ
リーンOAとゴールドOA双方を含む自機関の論文情
報とAPCの価格情報を記録・管理し、また研究助成機
関のOAポリシーの順守状況を確認する機能を持つ。開
発時に想定されていた情報源は、出版社の原稿公開許
諾ポリシー参照のためのSHERPA	RoMEO（22）、OAポ
リシー順守状況確認のためのツールであるLantern（23）、	
機関リポジトリアグリゲーターのCORE（24）、雑誌情報
を保持するナレッジベースのKB+（CA1860参照）（25）、	
書誌情報を持つCrossref（26）などであるが（27）、2017年
3月現在は、参加機関の意見を反映の上、実際のデー
タの流れの確定に向け検討が進んでいる。KB+や
Crossrefとの連携はすでに一部実現されている。これ
らの情報に加え各機関は手入力もしくはCSVファイ
ルからの一括登録によりAPCの情報を入力する。
 情報入力については、たとえば投稿時に論文情報を
入力して事前にHEFCEのOAポリシーの順守状況の
確認を行うなど、そのタイミングを選択可能とするこ
とが想定されている。また投稿後には研究助成機関へ
の報告書作成のためにCSV形式のデータを出力する
ことも可能である。各種情報源との連携の一部は自動
化されていないが、Monitor	Localを利用することで、
たとえば購読費とAPCの二重取り（ダブルディッピン
グ）の可能性を把握し確認できることが重要であると
示唆を受けた。
 Monitor	UKはMonitor	Local上の情報を集めて
APCに関するベンチマーキングを可能とする機能を
持つ。使用するデータはMonitor	Localから集約され
るほか、各機関が保持するAPCのデータをCSV形式
のファイルを利用して直接入力することも可能とする
想定であったが、2017年3月現在はMonitor	Localと
の連携方法を検討中のためサービス提供を停止してい
る。公開されているプロトタイプ（28）では、出版社別お
よび参加機関別のAPC支払額と件数や、研究助成機関
別のゴールドOAとハイブリッドOAのAPC支払額と
件数、ゴールドOAとなった論文のうち、グリーンOA
でも研究助成機関のOAポリシーを順守できた件数な
どが自動的に算出・可視化されている。Monitor	UK
参加機関はこれらのデータを利用し自機関の状況を他
機関や国の平均と比較したり、APCの価格やOAポリ
シー順守に対するサポートの面で出版社を評価したり

することが可能となる。
 Monitor	LocalとMonitor	UKのいずれかのみの参加
を選択することも可能である。

4．インペリアル・カレッジ・ロンドンによる対応
 インペリアル・カレッジ・ロンドンは、工学、医学、
自然科学の3学部およびビジネススクールを有し、年
間1万本以上の論文が発表される（29）研究大学である。
2016-2017年の世界大学ランキングでは、Quacquarelli	
Symonds（QS）社により9位、Times	Higher	Education	
（THE）社により8位（英国内では3-4位にあたる）と
位置づけられている。2015/2016年度にはRCUKから
OAのための補助金として154万4,569ポンドの配分を
受けた（30）。

4.1．OA推進の体制
 インペリアル・カレッジ・ロンドンは2012年1月に
大学のOAポリシー（31）を発表し、すべての論文の著者
最終稿を機関リポジトリにアップロードすることを義
務づけた。またゴールド	OA	誌への投稿時に利用可能
なAPCファンドも学内に整備されている。
 学内では、2012年設立のOpen	Access	Publishing	
Working	Groupと、2013年設立のOpen	Access	Imple-
mentation	Groupという	2つの組織（32）が中心となって
OAを推進してきた。前者はAssociate	Provostが率い、
図書館や研究推進部門を含む複数の部署のメンバーに
より構成され、大学のOAに関する戦略を決定する。
後者は研究推進部門の学術コミュニケーション担当官
（Scholarly	Communications	Officer）が率い、図書館や
ICT部門からのメンバーを含み、OAに関する戦略を
実践する。
 図書館の職員数は約100名であるが、図書館内のOA
担当者は、RCUKと学内の助成によるAPC管理のた
めに約1名増員された後、HEFCEのOAポリシー発表
をきっかけに機関リポジトリ登録業務のために約2名
増員され、2017年3月現在、ゴールドOA担当2名、グ
リーンOA担当3名、双方を管理するマネージャー 1
名の計6名である。なお、OA担当者がサブジェクトラ
イブラリアン向けに月に1回、OAに関する情報のアッ
プデートを行っている。

4.2．�ゴールドOAとグリーンOAに対応するワーク�
フロー

 インペリアル・カレッジ・ロンドンでは、HEFCE
のOAポリシーへの対応をきっかけとして、教員の負
担を減らすシンプルなワークフロー（33）を導入した。教
員に要求される行動は、ゴールドOAとグリーンOA
のどちらであっても、論文が受理された際、論文情報
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および著者最終稿の登録をCRIS（Symplectic社のシス
テムElements（34））から行い、APC助成の希望があれ
ば該当の助成金を選択することのみである。なお、す
でに外部のリポジトリに論文の原稿を登録済であれば
そのリンク先を入力することで原稿の登録に代えられ
る。この際教員が入力する情報は、掲載誌と論文のタ
イトル、受理された日付、DOIおよび助成金情報であ
り、残りの情報は図書館員が確認の上入力する。また
人事や助成金に関する情報はあらかじめCRIS上で保
持されている。その後、論文情報と原稿は、CRISの機
能を使用して機関リポジトリへ転送される。
 このワークフローにより、これまで教員がASK	OA
という学内独自のAPC管理システムを利用して行っ
ていたAPC助成の申請を、論文情報登録と同時に行え
るようになった。教員がCRISで論文情報を入力する
際、RCUKやCOAFなどの助成金や学内のAPCファ
ンドから該当の助成金を選択し申請すると、ASK	OA
に情報が転送され、そこで発行された識別番号を教員
が出版社に通知することで請求書が大学に送付される
仕組みである。教員はこのワークフローに従うことで、
助成を受けた研究助成機関やOAの方法（グリーンOA
もしくはゴールドOA）によって取るべき手順を変え
る必要がないということが、重要な点である（35）。
 このワークフローの試行期間中には、HEFCEのOA
ポリシーが定める期限内に機関リポジトリへ登録した
論文数が増加したと報告されている（36）。

4.3．APCの記録・管理とOAポリシー順守状況の確認
 このワークフローは、教員だけでなく、図書館およ
び研究推進部門の負担軽減にも役立っている。大学
はRCUKへOA補助金の使用状況とOA率を、また
COAFへAPC助成を受けた額とその対象論文を報告
する必要があるが、このためのデータの収集がこの
ワークフローによって可能となったためである。
 たとえばAPCの価格情報はCRISには保持されて
いないが、CRIS上の論文情報とASK	OA上のAPC価
格情報を特定の識別番号で紐づけることが可能となっ
た。また、このワークフローでは助成金の情報の入力
を教員へ要求していることから、論文と研究助成機関
の情報が紐づくことにより、研究助成機関への報告に
も役立つことが期待されている（37）。
 またHEFCEのOAポリシーの順守状況の確認には、
CRISが保持する機能Open	Access	Monitorモジュー
ル（38）を使用している。この機能では、各論文情報に対
して、本文の有無やエンバーゴ、原稿のバージョンの
情報などを入力し、HEFCEのOAポリシーを順守して
いるか、またこのポリシーにおける例外（39）に該当する
かどうかについて図書館が管理できる（40）。CRIS上で

管理した情報は、Imperial	College	Analytics（41）という
大学の分析ツールを利用し、学部別のOAポリシーの
順守状況をダッシュボードで表示し把握することがで
きる。

4.4．ORCID
 インペリアル・カレッジ・ロンドンでは、2015年
の英国のORCIDナショナルコンソーシアム発足に先
立ち2014年から実施されたJisc-ARMA	ORCID	pilot	
project（42）（E1687参照）の一環として、ORCIDを学内
全教員に付与するプロジェクトを2014年11月より行
い、以下の事項が報告された（43）。
 まず、ORCID	iDの作成方法は、ORCIDメンバー機
関が利用可能なAPIでの一括付与とした。最終的には
全教員4,347名のうち、オプトアウトを選択した教員や
作成済の教員などを除く3,226名のORCID	iDを作成
し、CRIS上の研究成果情報約24万件をORCIDのレジ
ストリへアップロードした。その後学内で周知の結果、
2015年10月20日までには2,088名の教員がORCID	iD
の承認手続きを完了した。
 現在、ORCID	iDを含む論文情報を外部のデータ
ベースからCRISに自動で取り込む機能の実装を準備
中である。

4.5．課題および今後の展望
 HEFCEのOAポリシーは、論文の受理後3か月以内
の機関リポジトリへの原稿の登録を求めているため、
インペリアル・カレッジ・ロンドンではそれまでに確
立していた出版後の論文情報登録のワークフローが機
能しなくなった（44）。CRISが持つ論文情報のアラート
機能は、あらかじめ設定したキーワードに合致する論
文情報を教員へ通知するが、これは出版後の通知であ
るためHEFCEのOAポリシーが定める時期に間に合
わない場合がある。そのため現在は教員が受理後すぐ
に論文情報をCRISに手入力する必要があるが、この
時点では巻号や出版日の情報が不明であることもある
ため、教員や図書館員は出版時に、アラートされた情
報と既存の受理時の情報を手動でマージしたり情報
を手入力したりしている。さらにHEFCEのOAポリ
シーを順守しているかどうか確認するのに必要な受理
日や出版日などの情報は把握自体が困難である。
 これらの問題を解決するため、インペリアル・カレッ
ジ・ロンドンではさらなるワークフローの改善の展望
がある（45）。受理後の論文情報が、出版社やCrossrefを
通じて、下記のような流れで大学のCRISへ転送され
るという仕組みである。
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（1）著者がCRIS上でORCID	iDを紐づけ
（2）	著者がORCID	iDおよび研究助成機関の情報を	

出版社に通知
（3）受理時に出版社が論文にDOI付与
（4）	出版社がORCID	iDや研究助成機関の情報を

Crossrefに通知
（5）	Publications	Routerを通じて出版社などからCRIS

へ論文情報や原稿を転送、もしくはORCID	iDを条
件にCRISを通じてCrossref上の論文情報を検知

※受理時にDOIが付与されていれば、受理時の入力情
報を出版時の情報で自動アップデートすることも可能
となる。

 このワークフローが実現すれば、論文情報が、論文
や著者が識別可能な状態で受け渡され、情報の入力や
更新をする教員や図書館の負担が軽減される。この
ワークフローが機能するためには、Publications	Rout-
erへ情報を提供する出版社の増加やCRISによる機能
上の対応などいくつかの課題があるが、すでに進展の
みられる部分もある。たとえば投稿時にORCID	iDの
提示を要請する出版社が増加しており（46）、またCross-
refによる受理時のDOI発行も開始される予定（47）であ
る。インペリアル・カレッジ・ロンドンにおける全教
員へのORCID	iD一括付与も、このワークフローにお
いて最終的にCRISや機関リポジトリが論文の情報を
受け取るための重要な要素となる。

5．おわりに
 以上、英国において研究助成機関のOAポリシーを
背景にOAへの要請が高まる中で生じている課題と、
大学およびその関連機関によるそれへの対応につい
て、Jiscおよびインペリアル・カレッジ・ロンドンの
事例を報告した。英国では現在、大学全体の出版物の
情報やそれと紐づいた助成金の情報およびAPCの使
用額の把握、またそれらの情報をもとにしたOAポリ
シーの順守状況の確認や研究助成機関への報告が課
題となっている。また複数の研究助成機関のOAポリ
シーへの対応や、これらの業務にかかる事務コスト抑
制の必要性も指摘されている。
 これらの課題を解決するため、JiscではMonitor	Lo-
cal、Monitor	UKやPublications	Routerなどのサービ
スの提供が開始され、またインペリアル・カレッジ・
ロンドンでは、CRISや大学独自のAPC管理システム
などを活用し、教員や大学全体の負担を軽減するワー
クフロー導入の試みがなされてきた（図1）。

図1 �OAに関する新たな課題へのJiscとインペリアル・カ
レッジ・ロンドンの対応

※筆者作成

 日本は、英国のように主要な研究助成機関がOAを
義務化する状況にはないが、今後そのような状況にな
ればこれらの対応が参考になると思われる。
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